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◆　諸　連　絡

１、高体連ルール（201８年2月　C4部会より）

　　団体・個人ともにシニアルールどおりとする。ただし、団体においては全員が難度を実施すること。

　　開脚とスケールの状態の傾きについては、3名以上の選手が完全に実施し、１～２名の選手が限りなく

　　近い形で実施した場合も認める。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・服装減点は－０．３

　　◇レオタードについては日本体操協会採点規則を適用する。

　　◇練習着については、素肌を出さないことを条件にセパレートタイプの着用を認める。

　　◇化粧・ピアス・染髪・髪飾り（リボン含む）、ピン等光るものの使用は禁止とする

　　◇マークは学校名または校章とし、頭文字のみは認めない。

　　　 マークの位置はウエストラインより上とする。

　　◇団体や個人に言葉を使った伴奏音楽を用いて良い。

　　◇個人は２種目中２種目に使用できる。

２、その他

　　◇公式練習時や、競技中の手具の投げ上げ等　事故防止に心がける。

　　◇会場・更衣室の整理整頓に心がけ、ゴミは全て持ち帰る。

　　◇撮影は自校のみとし、指定のエリアで撮影すること。

　　◇県大会へは、個人は各地区上位８名、団体は各校１チームまで出場する。

　　　　ただし、選手不足分の東北信地区5枠は南信地区に与える。

　　また、上記以外の地区大会に出場したチームのオープン参加を認める。この場合、上位大会への出場権はなく、表彰も行わない。

　　◇貴重品は各校・各自で責任を持って管理すること。

　　①Dの許容について

②服装について

③伴奏音楽について
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